
1
月
4
日
～
8
日
に

東
京
体
育
館
に
て

行
わ
れ
た
第
75
回
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会
に
山
形
県
男

子
代
表
、
山
形
中
央
高
校

の
一
員
と
し
て
、
本
町
出

身
の
髙
橋
陽
太
さ
ん
（
3

年
・
上
朝
丸
）
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
5
日
の

2
回
戦
か
ら
登
場
。
昌
平

高
校
（
埼
玉
県
）
と
対
戦

し
、
見
事
に
勝
利
し
ま
し

た
。
3
回
戦
の
対
戦
相
手

は
、
近
江
高
校
（
滋
賀
県
）。

最
後
ま
で
粘
り
強
い
戦
い

を
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
敗
れ
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
ベ
ス
ト
16
入
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
「
今
年
も

ベ
ス
ト
16
で
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
3
年
間

の
集
大
成
を
発
揮
で
き
た

大
会
で
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

丸
高
歴
史
文
化
財
団
で
は
、
民
俗

芸
能
や
伝
統
文
化
を
継
承
・
発

展
さ
せ
て
い
る
県
内
の
団
体
・
個
人
に
、

毎
年
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
西
袋
獅
子
踊
保
存
会
、
古

関
部
落
民
俗
芸
能
保
存
会
、
本
町
山
車

保
存
会
が
申
請
し
た
結
果
、
３
団
体
と

も
に
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
優
れ
た
活

動
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
顕
彰
状
と
助

成
金
各
10
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
袋
獅
子
踊
保
存
会
の
佐
藤
文
治
会

長
（
西
袋
）
は
「
少
子
化
・
生
活
環
境

の
変
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
な
ど
課
題

も
多
い
が
、
民
俗
芸
能
の
継
承
の
た
め

に
役
立
て
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

３つの民俗芸能団体が
丸高歴史文化財団助成金
に選ばれました！

令和４年度
庄内町総合表彰式

第75回全日本バレーボール
高等学校選手権大会

　みなさんおめでとうございます

△西袋獅子踊保存会

▽本町山車保存会

△古関部落民俗芸能保存会

１
月
６
日
、
令
和
4
年
度
庄

内
町
総
合
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
地
方
自
治
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
・
社
会
教
育
振
興
な
ど
の
各
分

野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
9
人
に
表

彰
状
、
18
人
・
1
医
療
機
関
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
【
受
賞
者
一
覧
】
※
敬
称
略

●�

表
彰
状
：
小
林
清
悟
（
仲
町
）、

遠
藤
満
（
新
田
）、
辻
兼
四
郎

（
瀬
場
）、
遠

孝
喜
（
島
田
）、

草
島
和
夫
（
緑
町
・
立
川
）、

新
関
愛
翔
（
酒
田
市
）、
齋
藤

真
希
（
南
野
）、
齋
藤
淳
（
裏

町
）、
樋
渡
忍
（
堤
新
田
）

●�

感
謝
状
：
森
田
哲
夫
（
和
光

町
）、
松
浦
和
雄
（
新
田
）、
髙

橋
逸
夫
（
前
田
野
目
）、
志
田

拓
（
御
殿
町
）、
長
南
忠
（
上

幅
）、
髙
橋
健
（
廿
六
木
）、
佐

藤
善
達
（
西
野
）、
渡
部
二
三

（
西
興
野
）、
佐
々
木
悦
朗
（
吉

岡
）、
森
屋
要
二
（
廿
六
木
）、

大
滝
正
博
（
上
朝
丸
）、
加
藤

容
（
本
町
）、
秋
庭
道
雄
（
南

野
新
田
）、
渡

と
み
子
（
上

朝
丸
）、
今
田
幸
雄
（
今
岡
）、

清
川

美
（
下
朝
丸
）、
斎
藤

茂
子
（
西
野
）、髙
橋
和
恵
（
興

野
）、（
一
社
）
酒
田
地
区
医
師
会

十
全
堂
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